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ぶれた分だけを水
すい

簸
ひ

でとってしまう．早くつぶ

れる分は粘土分が多いですから，それだけを集

めてやき物をつくった．要するにスタンパーの

粉砕法です．昔は原料を運べませんから，瀬戸

の木節粘土を運んでつなぎ剤に使うということ

ができません．それで，現地でとれる陶石だけ

で磁器をつくることを工夫した．そしてセリサ

イト質の陶石では，こうした方法により陶石単

味で磁器をつくることができたわけです． 

現に，愛媛県の砥
と

部
べ

や兵庫県の出
いず

石
し

では，今で

も昔からのこの方法を用いて陶石単味で磁器を

つくっています．ただしこれには理由がありま

して，これらの陶石にでる粘土鉱物の種類がま

たちょっと違いまして，きわめて可塑性のよい

ものがでるんです．この点については，また後

で触れる機会もあると思いますので，ここでは

省略します． 

セリサイト質陶石のうちで，日本の代表格は天

草陶石です．この鉱床については，大分以前に

地質調査所の富樫さんが詳しく調べておられま

すので，その１部を図1・4および図1・5に紹介

します．両図にみるように，この陶石鉱床は，

白亜系または古第三系の地層中に，中新世に貫

入した流紋岩脈が熱水変質をうけて生成したも

ので，これらの岩脈には，幅は６～25ｍ，長さ

は７kmに達するものもあります．陶石中の粘 

土鉱物は主としてセリサイト，陶石鉱床は中心

部を炭酸塩鉱化帯が占め，外側へ粘土化帯，珪

化帯へと移行します．炭酸塩鉱物は，現在，塩

酸処理によって除去されているので，珪化帯を

除くほとんどの部分が採掘の対象になっていま

す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②瀬戸～東濃地方の木節粘土と蛙目粘土 

 

瀬戸～東濃地方の地質については，名古屋東部

や東濃地方の地質図（p5，図1･4．p13，図１）

をみていただきます．陶土層の供給源となった

花崗岩類は，この地域では苗木型と伊奈川型の

２種類に分けられます．ともに白亜紀末期に貫

入したもので，苗木型花崗岩は中粒の黒雲母花

崗岩，伊奈川型花崗岩は斑状の大きな長石を含

む粗粒の花崗岩で，角閃石と黒雲母を含み，い

ずれも著しい風化作用を受けています．木節粘

土および蛙目粘土を含む陶土層は，愛知県の瀬

戸～豊田地域では瀬戸陶土層，東濃地方のもの

は土岐口陶土層とよばれます．瀬戸陶土層は瀬

戸層群の矢田川累層に，土岐口陶土層は瀬戸層

群の土岐砂礫層に被われます． 

瀬戸陶土層や土岐口陶土層は，当時の基盤のと

ころどころに生じた小さな凹地に堆積したもの

です．その後，これらを被って矢田川累層およ

び土岐砂礫層が堆積しますが，これらの砂礫層

は，中部山岳地方からの河川の氾濫原堆積物で，

当時の地形的凸部を除き，基盤の花崗岩や中・

古生層および中新統，そして陶土層などをくま

なく被って，この地域全般に堆積しました．で

すから陶土層は，この砂礫層の下位に，局地的

に分散して分布します．したがってまた陶土層

は，周囲の基盤の性質や堆積時の環境により，

地域ごとにその性状が異なりますが，ここでは

最も代表的な瀬戸～豊田地域と，多治見～土岐

地域の陶土層について述べます．なお，陶土層

の堆積環境については，中山さんからお話しし

ていただきます． 

瀬戸～豊田地域 

瀬戸～豊田地域の瀬戸陶土層は，猿
さ

投
なげ

山
やま

を取り

囲むように分布します．当時この地域の花崗岩

地帯にはいくつかの小凹地が形成され，それぞ

れの凹地を中心に陶土層が堆積しました．粘土

鉱床の分布状況からは，この地域は図2・1のよ

うに瀬戸北部地区，瀬戸南部地区，豊田地区 

(猿投地区)，藤岡地区に区分されます．この区

分は地質構造上の観点からされたものではあり

ませんが，粘土鉱床の性質の違いは，この区分

によくあらわれています．この地域では，瀬戸

陶土層は層厚40～50ｍ，下位の珪砂層と上位の

粘土層に分けられますが，蛙目粘土は下位の珪

砂中に，木節粘土は上位の粘土層中にはさまれ

ます． 

≪瀬戸北部地区≫ 

瀬戸北部地区は，北部の品野地域，東南の赤津

地域，そして中央地域に細分されます．瀬戸北

部地区の中心はもちろん中央地域で，ここには

印
いん

所
ぞ

鉱山をはじめ多くの鉱山が集中し，瀬戸を

代表する本
もと

山
やま

木節を産出します． 

図2・3が瀬戸北部地区の模式地質柱状図です．

下位の珪砂層は，東部に広く露出し，西側に向

かって深くなると同時に薄くなる傾向にありま

す．蛙目粘土は，この珪砂層中にレンズ状また

は層状をなしてはさまれます．その上位の粘土

層は，北部に広く露出しますが，この地域では，

中新統の品野層を不整合に被います．そして青

粘土がよく発達し（層厚30ｍ），下部にはホル

ンフェルスなどの角礫を多く含みます．本山木

節粘土は，この粘土層の下部，中部，上部に，

１～２ｍの厚さで局部的に分布しますが，中央

地域南部の本山付近で最もよく発達し，層厚は

６ｍに及びます．最高品質の木節粘土は，亜炭

層の下盤側から産出し，褐色で，破砕面には脂

肪光沢がみられます．なお，少し細かいことを

付け加えますと，従来から，本山木節粘土はカ

オリナイトを主成分とし，少量のセリサイトを

含むとされてきたんですが，今年（1989年）春

の調査で，セリサイトを殆んど含まず，かわり

にモンモリロナイトを含むことが明らかになり

ました．試料採集地は印所鉱山西端の最上部層

で，堆積盆地の端にあたります．それでこの時

期には，堆積環境に何らかの変化が生じたので

はないかと考えられます． 

ついでにもう１つ，これはよく知られているこ

とですが，本山付近の本層からは，Pinus tri- 

folia(ピヌストリフォリア：オオミツバマツ) 

の化石を産出し，当時の気侯が非常に暖かかっ

たことを教えてくれます． 

≪瀬戸南部地区・豊田地区・藤岡地区≫ 

瀬戸南部地区には，北は山口から八草，大畑，

田
た

籾
もみ

まで，南北に連なる一連の鉱床が分布しま

す．この地域では，一般に下位の蛙目粘土を含

む珪砂層の上に木節粘土層が重なりますが，木

節粘土層は，八草，大畑付近で最もよく発達し

層厚は0.7～２ｍ．基盤が全体に西に傾いてい

るので，西のグリーンロード沿いでは，深さ50

～60ｍのところで陶土層を採掘しているところ

もあります． 

豊田地区の木節粘土層は，西枝
しだれ

下付近で最も厚

く1.5～3ｍ，北部で薄くなります． 
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その北方の藤岡地区にも陶土層が分布しますが，

木節粘土を産出するのはごく一部の地域だけで，

層厚も0.5～１ｍと薄く，すでに採掘が終わっ 

ています． 

≪木節・蛙目粘土にみられる化学成分の違い≫ 

表2・1は，瀬戸～東濃地方の各地域から産出す

る代表的な木節粘土および蛙目粘土の化学成分

などの一覧表です． 

この表で，瀬戸～豊田地域のものをみていただ

くとわかるように，本山のものは，木節にして

も蛙目にしても，チタンが非常に少なく鉄も少

ない．さきに述べましたように，白色磁器の場

合，一番嫌われるのがチタンと鉄ですから，本

山の粘土が尊重される第１の要因はここにある

わけです． 

ところが，瀬戸南部から豊田・藤岡のものにな

りますと，チタンと鉄は本山の倍くらいの量が

含まれます．そのために，この地域の木節・蛙

目粘土は白色磁器には使えませんで，どちらか

というと耐火物用になってしまいます． 

こうした違いがなぜ出てくるのか―私は，こ

れは原岩となる花崗岩の違いだろうと思うので

す．さきの図2・1にみられるように，猿投山の

すぐ北には北東―南西方向の断層が走りますが，

この断層を境にして，花崗岩は北の苗木型と南

の伊奈川型に分かれます．そして本山だけが，

苗木型の花崗岩に囲まれています．ほかの３つ

の地区は伊奈川型の花崗岩の風化物と考えられ

ますから，その違いが粘土の成分の中にあらわ

れている―というように私は考えているので

すが，ただ残念なことに，それを立証するため

のデータを持ちあわせておりませんので，ここ

では問題の提起だけにとどめます． 

多治見～土岐地域 

岐阜県東濃地方の陶土層は，土岐口陶土層とよ

ばれます．濃尾平野を流れる庄内川は，上流の

岐阜県側では土岐川と名称を変えますが，その

土岐川沿いの多治見市から土岐市の周辺一帯に

かけて陶土層が広く分布します．この地域は３

つの地区に，西から多治見市高田・小名田地区，

大
おお

洞
ぼら

・悦
えつ

洞
ぼら

地区，土岐地区に分けられますが，

前２つの地区の基盤は中・古生層と中新統から

なります．この地域は，藤井紀之さんによって

調査・研究され，陶土層の堆積過程が図2・2の 

ようにまとめられております．以下，最近の調

査結果とあわせて，各地区ごとに簡単に説明し

ます． 

図2･1－瀬戸～豊田地域の主要な粘土鉱床の分布 図2･2－多治見～土岐地区における土

岐口陶土層の堆積過程 <Fujii．1967>

図2･3－瀬戸北部地区の瀬戸陶 

土層漠式柱状図 <下坂，1988> 

図2･4－大洞地区の土岐口陶土 

層柱状図 <下坂，1989> 
図2･5－土岐地区の土岐口陶土 

層模式柱状 <Fujii.1967> 
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≪多治見市高田・小名田地区≫ 

陶土層はほぼ水平に堆積し，層厚は最大35ｍ，

上部と下部に分かれます．下部は礫と砂，上部

になると砂と粘土が多くなります．砂は東部で

多く，西部に向かうにつれて砂は少なくなり，

粘土が増えてくるので，供給物は東から西へと

運ばれたことがわかります．木節粘土が含まれ

るのは上部層で，亜炭層の上盤側や下盤側に伴

って産出します．下部の砂層中には蛙目粘土は

みとめられません． 

≪大洞・悦洞地区≫ 

陶土層は，細礫～砂，シルト，粘土の互層から

なり，層厚は最大40ｍ以上，ほぼ水平に堆積し

ます．この地区になると，北部のごく小範囲に，

基底部に蛙目粘土が出てきます．粘土層は主に

木節粘土からなり３層準に分布します．下部層

は北部のみに分布しほとんど連続しませんが，

中部層になると比較的よく連続し，層厚は最大

３ｍ，西部で薄くなります．上部層は北東から

南西にかけて分布し，層厚は最大2.5ｍ，シル 

トがまじるので品質は少し落ちます．図2・4に

柱状図を示します． 

なおこの地区では，神明カオリンとよばれる白

色粘土層を産出します．これは，白色の火山灰

層（凝灰岩）の上部２ｍほどが，堆積後の続成

作用により粘土化したものです．粘土はカオリ

ン鉱物からなりますが，カオリナイトではなく

てハロイサイト，それも特徴的なボール型のハ

ロイサイトです．この粘土は耐火物用として使

われています． 

≪土岐地区≫ 

一番東側の土岐地区は，基盤が花崗岩と中新統

からなるので，さきの２つの地区とは大分様相

が違いまして，ここに分布するのは蛙目粘土が

ほとんどで，木節粘土は僅かしか出てきません．

陶土層の層厚は最大で30ｍ，チャートの円礫層

を境に上下二層に分けられます（図2･5）．下部

層は蛙目粘土と淡青色の砂からなりますが，蛙

目粘土は本地区の中心部でよく発達し層厚は20

ｍに及びます．周縁部にいくにしたがって淡青

色の砂層に移り変わります．上部層は暗灰色の

粘土，アルコース（花崗岩質の砂），凝灰岩ま

たは凝灰質粘土などからなります．木節粘土は，

南部の縁辺部に僅かに分布するだけです． 

≪多治見～土岐地域の陶土層の特徴≫ 

以上のようにこの地域では，各地区ごとに陶土

層は堆積状況が異なりますが，ここでもう一度 

表2･1－瀬戸・東濃地方の代表的な木節・蛙目粘土の化学組成 

●本山(もとやま)蛙目 

鉱山名：加仙鉱山 

●本山(もとやま)木節 

鉱山名：加仙鉱山 

●八草(やくさ)木節 

鉱山名：井上鉱山 

●枝下(しだれ)木節 

鉱山名：御船鉱山 

●小名田(おなだ)木節 

鉱山名：丸悦鉱山 

●悦洞(えつぼら)粘土 

鉱山名：悦洞鉱山 

●土岐口(ときぐち)蛙目 

鉱山名：山岩鉱山 

●原(はら)蛙目 

鉱山名：原水簸蛙目 

 工業協同組合 

●苗木(なえぎ)蛙目 

鉱山名：共立苗木鉱山 


